
町役場関係部署などのファクス番号・Eメールアドレスは28ページに掲載しています。

　
今
月
は
、
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
木
津
川

市
）
の
建
設
状
況
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
昨
年
５
月
か
ら
建
設
工
事
に
着
手
し
、
９
月

末
ま
で
に
ご
み
を
入
れ
る
ピ
ッ
ト
部
分
（
地
下

15
メ
ー
ト
ル
）
の
掘
削
工
事
が
完
了
し
、
そ
の
後
基
礎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
工
事
を
経
て
、
２
月
か

ら
施
設
の
鉄
骨
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
継
続
し
て
建
設
状
況
に
関
す
る
情

報
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
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平成28年５月～平成29年３月の
建　設　状　況

今
回
は
“
情
報
商
材
の
マ
ル
チ
商
法
”
に
関
す

る
相
談
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
Ｑ
〉

　
２
週
間
ほ
ど
前
、
友
人
に
「
こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で

学
ん
で
株
に
投
資
す
れ
ば
儲
か
る
、
さ
ら
に
仲

間
を
１
人
増
や
す
ご
と
に
７
万
円
の
収
入
に
な

る
」
と
言
わ
れ
て
50
万
円
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。
お
金
が
な
い
と
言
う
と
、
す
ぐ
に

返
せ
る
か
ら
消
費
者
金
融
で
借
り
て
払
う
よ
う

に
言
わ
れ
、
借
金
し
て
契
約
し
ま
し
た
が
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
内
容
は
分
か
り
に
く
く
、
仲
間
も
増
や

せ
な
い
の
で
解
約
し
た
い
で
す
。（
20
歳
代
男
性
）

〈
Ａ
〉

　
大
学
生
を
中
心
に
、
こ
の
よ
う
な
情
報
商
材

の
マ
ル
チ
商
法
ト
ラ
ブ
ル
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
マ
ル
チ
商
法
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
販
売
シ

ス
テ
ム
が
特
徴
で
す
。「
仲
間
を
増
や
す
こ
と

で
利
益
が
得
ら
れ
る
」
と
言
わ
れ
そ
の
気
に
な

り
、
例
え
う
ま
く
誘
う
こ
と
が
で
き
て
も
被
害

者
を
増
や
し
て
し
ま
っ
た
り
、
友
人
が
遠
ざ

か
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
株
で
儲

か
る
必
勝
法
も
あ
る
わ
け
が
な
く
、
手
元
に
は

借
金
だ
け
、
と
い
う
結
果
に
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
マ
ル
チ
商
法
は
、
概
要
書
面
の
交
付
義
務

な
ど
規
制
が
厳
し
く
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期

間
は
20
日
間
で
す
。
契
約
後
３
カ
月
以
内
な
ら

中
途
解
約
も
で
き
ま
す
。
ま
た
「
必
ず
儲
か

る
」「
絶
対
に
損
は
し
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ

た
場
合
は
契
約
取
り
消
し
で
き
る
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
あ
き
ら
め
ず
に
で
き
る
だ
け
早
く
相

楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

仲
間
を
増
や
せ
ば
儲
か
る
と
言
わ
れ
た
が
…

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

　
困
っ
た
と
き
は
、
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
木
津
川
市
木
津
上
戸
15
番
地
・
相
楽
会
館
１

階
＝
右
地
図
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
受
付
時

間
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
で
す
。

　
土
日
・
祝
日
（
年
末
年
始
を
除
く
）
に
は
、

京
都
府
・
京
都
市
が
共
同
で
設
置
し
て
い
る

「
消
費
生
活
土
日
祝
日
電
話
相
談
」
で
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
京
都
消
費
生
活
有
資
格
者

の
会
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
ｔ
０
７
５

－

２
５
７

－

９
０
０
２
）。
受
付
時
間
は
午
前
10

時
～
午
後
４
時
で
す
。

ｑ
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相
楽
消
費
生
活
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タ
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（
相
楽
会
館
１
階
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都
山
城
総
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医
療
セ
ン
タ
ー
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テ
レ
ビ
や
新
聞
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
メ

デ
ィ
ア
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
に
は
、
偏
っ
た
情

報
や
悪
意
の
あ
る
情
報
も
混
じ
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
物
の
見
方
や
考
え
方
・
行

動
の
仕
方
ま
で
メ
デ
ィ
ア
か
ら
大
き
な
影
響
を

受
け
て
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
理
解
し

て
使
い
こ
な
し
、
流
れ
る
情
報
を
取
捨
選
択
し

て
活
用
す
る
能
力
を
「
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ

シ
ー
」
と
い
い
ま
す
。
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
を
う

の
み
に
せ
ず
、
誰
が
、
ど
ん
な
目
的
で
、
何
を

伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
考
え
て
、
情
報
を

主
体
的
に
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

メ
デ
ィ
ア
の
影
響
の
怖
さ

「
子
ど
も
を
寝
か
し
つ
け
た
後
、
洗
濯
物
を
片

付
け
た
」「
そ
の
子
は
お
気
に
入
り
の
青
い
靴

を
は
い
て
サ
ッ
カ
ー
を
し
た
」
と
聞
く
と
、
あ

な
た
は
ど
ん
な
情
景
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。

実
は
こ
れ
は
父
親
と
女
の
子
の
描
写
で
す
。
好

き
な
色
や
ス
ポ
ー
ツ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
一
概
に

性
別
で
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
家
庭
内
の
役
割

も
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
家
族
で
分
担
し
て
い

る
家
庭
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
家
事
育
児
を
す
る
の
は
女
性
、
青
色

や
サ
ッ
カ
ー
を
好
む
の
は
男
の
子
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
つ
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
の
映
像
や
会

話
が
メ
デ
ィ
ア
に
は
あ
ふ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
性
別
に
よ
っ
て
好
み
や
行
動
の
仕
方
を
規
定

す
る
よ
う
な
情
報
に
日
々
触
れ
て
い
る
と
、
そ

れ
は
少
し
ず
つ
私
た
ち
の
潜
在
意
識
に
染
み
込

ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に

あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
受
け
入
れ
に
く
く
な

り
ま
す
。
こ
こ
に
日
常
的
に
目
や
耳
に
入
る
メ

デ
ィ
ア
の
影
響
の
怖
さ
が
あ
り
ま
す
。

大
切
な
メ
デ
ィ
ア
・
リ
テ
ラ
シ
ー

　
メ
デ
ィ
ア
に
は
「
女
性
は
家
庭
を
守
り
、
男

性
は
働
い
て
一
家
を
支
え
る
」「
男
性
は
女
性

を
リ
ー
ド
し
、
女
性
は
男
性
に
従
う
」
と
い
っ

た
昔
か
ら
の
性
別
役
割
意
識
に
基
づ
く
表
現
が

ま
だ
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
性
別
役
割

意
識
が
強
い
と
、
夫
婦
や
恋
人
と
い
っ
た
親
密

な
関
係
に
主
従
関
係
を
持
ち
込
み
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
一
方
が
優
位
に
立
っ
て
他
方
を

思
い
通
り
に
支
配
し
よ
う
と
す
る
と
、
Ｄ
Ｖ

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
メ
デ
ィ
ア
か
ら
影
響
を
受
け
ず
に
生
活
す
る

こ
と
は
現
代
で
は
困
難
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
・
リ

テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
て
、
メ
デ
ィ
ア
で
描
か

れ
る
女
性
像
・
男
性
像
に
と
ら
わ
れ
て
生
き
方

の
選
択
肢
を
狭
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
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メ
デ
ィ
ア
の
影
響
に
要
注
意

男
女
共
同
参
画
ミ
ニ
通
信
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５月は
消費者月間
　毎年５月は「消費者月
間」です。全国的に統一
テーマを定め、消費者・
事業者・行政が一体とな
り、消費者問題に関する
啓発・教育などを集中的
に行います。今年のテー
マは「行動しよう 消費者
の未来へ」です。

太陽光発電・蓄電設備の同時設置に補助金

○申請方法
　 購入後３カ月以内に必要書類を町役場・環境推進課
（２階）にお持ちください。
○必要書類
　・ 申請書【注２】
　・ 設置した設備の規格が確認できる書類
　・ 設備の設置に要した費用に係る領収書の写しおよ

び費用の明細
　・ 電気事業者との電力受給契約が成立していること

を証する書類
　・ 町税および国民健康保険税に係る完納証明書
　・ 住民票の写し（発行後１カ月以内のもの）
　・ 居住する住宅の登記簿謄本または登記事項証明書の写し
　・設備が設置されている状況がわかる写真など
　【注１】�1000円未満は切り捨て。また、設備設置に要す

る費用の１／２が上限です。
　【注２】�町ホームページからもダウンロードできます。

ｑ環境推進課 環境保全係ｔ95－1925

　町では、新たに住宅用太陽光発電設備と住宅用蓄電
設備を同時に設置した世帯を対象とした購入費の一部
補助を行っています。

○対象設備
　◆住宅用太陽光発電設備
　　 発電した電気を住宅で使用し、余った電気を電気

事業者に供給する構造のもので、公称最大出力が
10キロ

ワット未満のもの
　◆住宅用蓄電設備
　　 住宅用太陽光発電設備が発電する電力を充放電で

きる設備で、常時住宅用太陽光発電設備に接続す
るもの

○補助額【注１】
　◆住宅用太陽光発電設備
　　 公称最大出力（キロ

ワット）の合計額に１万5000円を乗じ
た額（上限６万円）

　◆住宅用蓄電設備
　　蓄電容量（キロワット

アワー）に６万円を乗じた額（上限36万円）

ごみピット掘削工事（９月）工事着工（平成28年５月）

施設鉄筋建方工事（平成29年３月）基礎コンクリート打設工事（12月）

建 物

写真の撮影方向
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↑
建設場所

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
そ の ２
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